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１．事業の概要

温泉をめぐる諸問題を討議し、行政上の課題等の整理を行う「温泉の保護

と利用に関する懇談会」の中間報告（平成１６年６月）において、温泉に関

する掲示内容のあり方や各温泉地の創意工夫による取組の促進等の諸課題が

指摘されている。このため、以下の事業を実施し、温泉行政の推進に資する。

（１）温泉の適正掲示等の推進に関する検討

長野県白骨温泉における入浴剤添加問題など、温泉に関する国民の不信

が高まっていることから、今年度の実態調査を踏まえ、さらに詳細な現地

調査を実施し、適正な掲示のあり方、利用施設における温泉成分等の分析

手法等について検討を行い、国民のニーズに的確に対応する。

（２）温泉地活性化推進モデル事業

市町村を中心に、泉質、景観、保養等の3タイプについて、各温泉地の特

性を活かした魅力的な温泉地計画を策定し、温泉資源保護や景観づくり、

人材育成等を行うモデル事業を実施し、温泉地の先駆的取組の促進を図る。

２．事業計画

（１）温泉の適正掲示等の推進に関する検討（平成17年度～19年度）

・加水、加温、入浴剤添加など利用施設における詳細な調査を実施。

・利用施設の温泉成分分析手法等に関する知見等の収集・整理を実施。

・上記を踏まえ、基準改定等の基礎資料をとりまとめ。

（２）温泉地活性化推進モデル事業（平成17年度～19年度）

・計画策定と事業実施の2ヶ年計画を2回。(3タイプ×1地域×2回)

３．施策の効果

（１）温泉の適正掲示等の推進に関する検討

掲示項目等、温泉利用施設における温泉成分の分析手法、温泉飲用利用

基準の改定を行い、温泉の適正利用の推進を図る。

（２）温泉地活性化推進モデル事業

優れた温泉地計画を策定し、温泉地の先駆的取組の促進を図り、その成

果をとりまとめ、各地域における魅力ある温泉地づくりに活用する。



温泉の適正掲示等の推進に関する検討

温泉に対する国民ニーズの多様化

健康志向 本物志向 秘湯ブーム 温泉情緒・風情 …

温泉の掲示内容現行の

利用者の疑問
・成分 源泉かけ流し？
・源泉名 循環ろ過？
・泉質、温度 加水？加温？
・分析機関の名称 入浴剤添加？
・禁忌症 塩素消毒？
・注意事項 など

温泉の保護と利用に関する懇談会 中間報告（平成１６年６月）

温泉の質や衛生面に対し国民の不安・不信が生じている。
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

国民が安全・安心して温泉を利用できるように、
温泉利用の適正管理と情報提供を進める必要がある。

最新知見の収集整理 詳細な現地調査 平成 年度16
調査結果

☆温泉分析手法
基準の改定等☆適正な掲示のあり方

☆飲用利用基準

温泉の適正利用を推進し、利用者のニーズに的確に対応



温泉地活性化推進モデル事業

全国の温泉地 国民意識の多様化（注）

約３０００カ所 ＊団体旅行 ⇒ 個人旅行 へ
＊施設の規模、豪華さ

⇒ 温泉地の風情、歴史文化
などを求める

明 明 創意工夫を凝らした個性ある温泉地
暗 湯治場の雰囲気が残る温泉地
拡
大 暗 施設の大規模化にもかかわらず利用客の

減少に悩む温泉地

魅力ある温泉地づくりのために

タイプ別モデル事業
地域ぐるみの取組が肝要①源泉・泉質重視型

②景観・自然環境重視型
協③湯治・長期滞在型 ・地元住民
議・温泉旅館
の・観光協会

温泉地計画の策定 場・ＮＰＯ
づ☆温泉資源保護 ・旅行業界
く☆景観づくり ・技術専門家
り☆自然環境の保持育成 ・市町村 など

☆専門医と連携した健康相談
☆人材育成 など

温泉地の先進的取組の促進

（注）温泉地数は、宿泊施設のある場所を計上。<環境省集計>


